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資料１９ 

第２回高圧ガス規格委員会 

 

岩盤備蓄保安検査基準・定期自主検査指針の規格化について（案） 

 

１．趣旨 

石油ガス岩盤備蓄基地の建設は我が国では初めてのものであるが、既に許認可を得て、

波方基地及び倉敷基地の建設が進められている。 

 高圧ガス保安法では、都道府県知事等が行う保安検査及び事業者が行う定期自主検査を

義務づけているが、従来の民間基準には石油岩盤備蓄基地特有項目は含まれておらず、今

後、石油ガス岩盤備蓄基地関係の保安検査基準を告示で指定する必要がある。 

一方、当協会では JOGMEC から平成１７年度委託事業として保安検査基準（案）及び定期

自主検査指針（案）を作成しているため、これを基にして所定のプロセスを経て検討し、

（JOGMEC との共同規格として）制定したい。 

 

２．分科会の設置について 

検討にあたっては、高圧ガス規格委員会の下部組織に岩盤備蓄基地保安検査基準等分科

会（仮称）を設け、専門的な審議をし、その審議内容を基に規格委員会で更に審議し決定

することとしたい。 

 

３．分科会の目的 

 保安検査基準が告示に指定されるように、公平性、公正性、公開性を原則とする技術基

準作成プロセスにしたがって検討する。 

・公開審議、書面投票 

・パブリックコメントの実施 

・技術委員会によるテクニカルレビュー、プロセスレビューへの対応 

 

４．委員の構成 

 (1)高圧ガス規格委員会（別紙１参照）添付略 

高圧ガス規格委員会には岩盤備蓄の技術的知見を有する委員が少なく、特に岩盤関係

委員がいないため、技術的知見を有する委員の追加が必要である。 

 

 (2)岩盤備蓄規格分科会（別紙２参照）添付略 

・高圧ガス規格委員からの分科会委員   

        萩原一裕（アストモスエネルギー）、渡辺要（ジャパンエナジー） 

・分科会の委員 
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学識経験者      ５名（電中研、東大、愛媛大、岡山大、元ＫＨＫ） 

ガス製造事業     ２名（アストモスエネルギー、ジャパンエナジー） 

設備製造       ４名（鹿島、清水、大成建設、大林） 

エンジ事業者     ２名（千代田化工、日揮） 

行政機関       ２名（愛媛県、岡山県） 

 

５．規格ドラフトについて 

平成１７年度ＪＯＧＭＥＣ委託事業として岩盤備蓄保安検査基準（案）及び定期自主

検査指針（案）を以下の手順で検討した。 

① コンビ則の規定、ＫＨＫＳ０８５０－３、ＫＨＫ／ＫＬＫＳ０８５０－７との比

較と岩盤備蓄基地への適否及び追加項目を検討した。 

② 検討項目に対し、コンビ則の対応条項を記述した。 

③ 検討項目に対し、岩盤備蓄基地に設置している設備等で、新たに検討する必要が

あるものとＫＨＫＳ０８５０－３で対応可能なものとを分類し、検討対象を明確

にした。 

④ 新たな検討対象に対し、検査の方法を検討した。 

⑤ 検査方法を決めた根拠（技術的根拠、実績等）について記述した。 

⑥ ＫＨＫＳ０８５０－３及びＫＨＫＳ１８５０－３の形式にまとめた。 

 

６．スケジュール 

①第１回分科会         ：平成１９年 ６月頃（設置後４回程度開催予定） 

②分科会審議（原案作成）終了  ：平成１９年１２月頃 

③規格委員会における承認    ：平成２０年 ３月頃 

④パブリックコメント終了    ：平成２０年 ４月頃 

⑤基準の制定          ：平成２０年 ６月頃 

 Ｈ２０年度中に経済産業省の審査委員会を経て告示に指定。 

 波方基地建設完了予定：平成２２年８月 

 倉敷基地建設完了予定：平成２４年３月 

 
























































